
2002年出上の木簡

お
う
ば
ん

広
島
・黄
幡

一
号
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
下
見

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
野
克
巳

・
長
友
美
穂

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

黄
幡

一
号
遺
跡
は
、
陣
ケ
平
山
か
ら
北
に
延
び
る
丘
陵
の
先
端
部
に
立
地
す

る
。
標
高
は
約
二

一
九
ｍ
を
測
り
、
遺
跡
の
現
状
は
水
田

・
宅
地
で
あ
る
。
調

査
面
積
は
約

一
九
二
〇
ポ
で
あ

る
。
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
竪

穴
住
居

・
溝
状
遺
構

・
礎
石
建

物

・
井
戸

。
土
坑
な
ど
が
あ
る
。

礎
石
建
物
は
、
北
側
の
一
部

が
後
世
の
攪
乱
を
受
け
て
い
る

市

が
、
人
・
一
ｍ
×
九
・九
ｍ
程

測
度
の規
模
で
あ
った
と
推
定
さ

れ
る
。
遺
構
に
伴
う
遺
物
の
出

土
が
な
い
た
め
、
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
規
模

・
構
造
な
ど
か
ら
、

寺
院
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た

『芸
藩

通
誌
』
に
は
、
遺
跡
周
辺
に
い
く
つ
か
の
寺
院

・
寺
院
跡
の
記
述
が
見
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
遺
跡
の
位
置
と
は

一
致
し
な
い
。

木
簡
は
、
Ａ
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
Ｓ
Ｋ
七

（井
戸
跡
）
下
層
、

検
出
面
か
ら
約
二
ｍ
の
位
置
か
ら
出
土
し
た
。
遺
構
は
不
整
な
円
形
の
素
掘
り

の
土
坑
で
、
径
は
約

一
五
〇
伽
を
測
る
。
木
簡
の
検
出
位
置
か
ら
約

一
〇
釦
掘

り
下
げ
た
あ
た
り
か
ら
相
当
量
の
湧
水
が
認
め
ら
れ
、
崩
落
の
危
険
が
憂
慮
さ

れ
た
た
め
、
掘
下
げ
は
中
途
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
底
面
の
確
認
は
で
き
な

か
っ
た
。
木
簡
以
外
の
遺
物
は
出
上
し
て
い
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
ｏ
「
常
　
仁
王
般
若
経
□
供
養
米
」

。
「［日
‐‐
日
日
‐‐日
日
‐‐
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞⇔
×
卜ｏ
×
ω
　
ｏりμ

上
端
を
山
形
に
削
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
る
形
状
を
と
る
。
仁
王
般
若
経
の
転

読
札
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
供
養
米
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
転
読
の
際
に
僧

ら
に
支
給
し
た
米
の
進
納
に
関
わ
る
付
札
、
な
い
し
そ
の
数
量
を
書
き
付
け
た

木
簡
で
あ
ろ
う
。

（岡
野
克
巳
）




